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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 2,597 － 95 － 80 － 50 －

2022年３月期第３四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 42.75 40.11

2022年３月期第３四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 1,166 388 33.3

2022年３月期 865 137 15.9

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 388百万円 2022年３月期 137百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,669 20.6 157 128.5 133 97.8 81 24.6 66.50

１．2023年３月期第３四半期の業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）１．2022年３月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2022年３月期第３四半期の数値
及び対前年同四半期増減率並びに2023年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２．2022年12月27日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2023年３月期第３四半期の潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益は、新規上場日から当第３四半期会計期間末日までの平均株価を期中平均株価とみなし
て算定しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．１株当たり当期純利益については、2022年12月27日付で払込が完了した公募（ブックビルディング方式による

募集）による新株式の発行に伴う公募増資分（145,000株）、オーバーアロットメントによる売出しに関連す

る第三者割当増資分（45,200株）を考慮して算出しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 1,327,000株 2022年３月期 1,182,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ －株 2022年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 1,185,164株 2022年３月期３Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）１．2022年８月19日開催の臨時株主総会の決議に基づき、同日付でＡ種優先株式に係る定款の定めを廃止

し、Ａ種優先株式300株は当社の普通株式300株に転換しております。なお、転換以前についてもＡ種優

先株式は剰余金の配当請求権について普通株式と同等の権利を有しているため、Ａ種優先株式を普通株

式と同等の株式として含めております。

２．2022年９月６日付で普通株式１株につき500株の割合で株式分割を行っておりますが、2022年３月期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

３．2022年３月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、期中平均株式数は記載し

ておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注記事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大があったものの、行動制限

を行わない方針が掲げられたこと等に伴い、国内の経済活動に回復の動きが見られます。一方で依然としてロシ

ア・ウクライナ情勢の長期化及び記録的な円安の影響による物価の高騰など、引き続き先行き不透明な状況が続い

ております。

　当社のDX推進事業を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により多くの企業でDXの必要性が高

まっており、株式会社電通デジタルの調査では日本企業の81％がすでにDXに着手しているというデータがあります

（出所：「日本における企業のデジタルトランスフォーメーション調査（2021年度）」）。また、収束後の「アフ

ターコロナ時代」へ向けDXに取り組む企業はさらに増加することが見込まれ、時代の変化に対応したビジネスモデ

ルの変革などでITニーズはさらに高まるものと判断しております。

　このような環境の下で、当社ではミッションである「日本の全世代を活性化する」を推進すべく、前事業年度よ

り継続して全国のITエンジニア等の人材を積極的に採用及び教育を行うとともに外部協力企業やフリーランスエン

ジニアの開拓を行い、開発体制の強化及びネットワーク強化に努めました。また既存顧客との取引継続及び新規顧

客の獲得に注力してまいりました。

　この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高2,597,782千円となりました。売上総利益は、外部協力企業

等が増加したことに伴い外注費は増加したものの、自社エンジニアを含めた総稼働案件数が増加したことで

442,341千円となりました。営業利益は従業員数増加に伴う人件費の増加及び人材採用が順調に進んでいることか

ら採用に関する費用が増加しているものの、売上高が伸長したことにより、95,734千円となりました。経常利益は

支払利息、上場関連費用等の計上により80,890千円となりました。四半期純利益は法人税、事業税及び住民税の計

上及び法人税等調整額を計上したため50,661千円となりました。

　なお、当社はDX推進事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は1,166,823千円となり、前事業年度末に比べ301,589千円増加いたし

ました。これは主に、新規上場に伴う公募増資等による現金及び預金の増加240,251千円、売上高の増加による受

取手形、売掛金及び契約資産の増加26,819千円及び流動資産のその他の増加30,473千円によるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は778,514千円となり、前事業年度末に比べ50,827千円増加いたしま

した。これは主に、買掛金の増加23,866千円、未払法人税等の増加27,226千円及び流動負債のその他の増加28,600

千円があった一方で、約定弁済等により長期借入金（１年内返済予定含む）の減少26,282千円によるものでありま

す。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は388,308千円となり、前事業年度末に比べ250,761千円増加いたし

ました。これは新規上場に伴う公募増資等による資本金の増加100,050千円、資本準備金の増加100,050千円及び四

半期純利益を計上したことによる利益剰余金の増加50,661千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2022年12月27日付で公表いたしました「東京証券取引所グロース市場への上場に伴う

当社決算情報等のお知らせ」から変更はありません。なお、当該業績予想につきましては、本日現在において入手

可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要

因により異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 369,016 609,268

受取手形、売掛金及び契約資産 450,103 476,922

その他 16,765 47,239

貸倒引当金 △12,728 △12,828

流動資産合計 823,157 1,120,601

固定資産

有形固定資産 859 1,456

投資その他の資産

その他 43,361 46,909

貸倒引当金 △2,144 △2,144

投資その他の資産合計 41,217 44,765

固定資産合計 42,076 46,221

資産合計 865,234 1,166,823

負債の部

流動負債

買掛金 198,339 222,206

１年内返済予定の長期借入金 105,665 85,140

未払法人税等 6,273 33,499

品質保証引当金 3,784 1,200

その他 129,673 158,274

流動負債合計 443,736 500,320

固定負債

長期借入金 283,951 278,194

固定負債合計 283,951 278,194

負債合計 727,687 778,514

純資産の部

株主資本

資本金 42,672 142,722

資本剰余金 32,672 132,722

利益剰余金 62,202 112,864

株主資本合計 137,546 388,308

純資産合計 137,546 388,308

負債純資産合計 865,234 1,166,823

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

売上高 2,597,782

売上原価 2,155,441

売上総利益 442,341

販売費及び一般管理費 346,606

営業利益 95,734

営業外収益

受取利息 2

助成金収入 1,498

その他 6

営業外収益合計 1,506

営業外費用

支払利息 2,594

上場関連費用 12,102

その他 1,653

営業外費用合計 16,350

経常利益 80,890

税引前四半期純利益 80,890

法人税、住民税及び事業税 27,971

法人税等調整額 2,257

法人税等合計 30,228

四半期純利益 50,661

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年12月27日をもって東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。上場にあたり、2022年12月26

日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行145,000株により、資本金及び

資本剰余金がそれぞれ100,050千円増加しております。

　この結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が142,722千円、資本剰余金が132,722千円となっておりま

す。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとい

たしました。

　なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報）

　当社は、DX推進事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

① 募集方法 オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関する第三者割当

② 発行した株式の種類及び数 普通株式　45,200株

③ 割当価格 １株につき1,380円

④ 割当価格の総額 62,376千円

⑤ 資本組入額 １株につき690円

⑥ 増加した資本金の額 31,188千円

⑦ 増加した資本準備金の額 31,188千円

⑧ 割当先 岡三証券株式会社

⑨ 払込期日 2023年１月20日

⑩ 資金使途 人材採用、新規拠点開設及び借入金返済

（重要な後発事象）

（第三者割当による新株の発行）

　当社は、2022年12月27日付で東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。この上場にあたり、2022年11

月25日及び2022年12月７日開催の取締役会において、岡三証券株式会社が行うオーバーアロットメントによる当

社株式の売出しに関連し、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式発行を決議し、2023年１月20日に払

込が完了いたしました。

　新株式発行の概要は以下のとおりであります。
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